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はじめに
嶋本昭三は，世界的に有名な現代アーティス
トの１人である（写真１参照）。それは，ロサ
ンゼルス現代美術館で開催された『アクション
の中から─パフォーマンスとオブジェ展』で，
戦後現代美術の起源となった４大アーティスト
の１人１）に選ばれ，またアメリカの美術大学の
教科書『アートヒストリー』（１９９９：１１２４）に日
本の現代アーティストとして掲載され，パリの
ポンピドーセンターにおける“日本の前衛展”
やヴェネチアビエンナーレにおいて日本人招待
者に選ばれたことなどからも明らかである。嶋
本昭三は，日本の前衛美術史に大きな足跡を残
した具体美術協会結成（１９５４）に参加して以
来，これまで前衛的，革新的，衝撃的なアート
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現代アーティスト嶋本昭三とパフォーマンス
遠藤 保子＊
２００５年，現代アーティスト嶋本昭三は，立命館大学理工学部教授杉山進と共に世界最小のアート作
品であるナノアートを制作し，トレビフラッシュアートミュージアム（イタリア）で発表した。筆者
も彼らとイタリアへ同行し，ナノアートを背景にパフォーマンスを行ってきた。本稿では，その体験
をもとに次の４点について報告する。１．ナノアートとパフォーマンス：ナノアートの制作プロセス
とナノアートを背景にしたパフォーマンス ２．嶋本昭三の略歴：主なアート作品と活動の概略，
３．嶋本昭三の特筆すべきアート作品：メールアート，女拓，スキンヘッドアート，４．嶋本昭三が
影響を受けた要因。嶋本昭三は，前衛的，革新的，衝撃的なアート作品を発表するだけではなく，女
性差別をアピールし，アメリカインディアンのデニス・バンクスが企画した人種問題や地球汚染を訴
えてヨーロッパをリレーで走るセイクレッド・ランにも参加している。さらに，嶋本昭三が影響を受
けた要因としては，１．吉原治良の指導 ２．海青寺にある南天棒の書 ３．幼児や知的障害児の影
響 ４．さまざまな人々とのネットワーキングが指摘される。
キーワード：ナノアート，パフォーマンス，嶋本昭三，メールアート，女拓，スキンヘッドアート
写真１ スキンヘッドアートが表紙になった雑誌
『FlashArt』と嶋本昭三 筆者撮影
作品を発表し続けている。例えば，歩きながら
身体で感じるアート作品を制作し，大砲の筒に
絵の具の弾を入れてキャンバスにぶつけて絵を
描く作品を発表し，それをきっかけに，ビン詰
めした絵の具をキャンバス上で炸裂させる「ビ
ン投げ」手法２）をあみ出した。また，郵便物を
媒介に世界の人々とネットワーキングをはかる
メールアート，全身に墨を塗った女性がキャン
バスの上に横たわりさまざまなシルエットを描
く女拓，剃った頭に絵やメッセージを描くスキ
ンヘッドアートなど，実にさまざまなアート作
品を発表している。
そして２００５年，嶋本昭三は，立命館大学理工
学部マイクロ機械システム工学科教授杉山進
（ナノテクノロジー専攻）と共に歯ブラシの毛
先端平面をキャンバスにして世界最小のアート
作品（以下ナノアート）を制作し，イタリアで
発表した。その際，筆者も彼らとイタリアへ同
行し，ナノアートを背景にパフォーマンスを行
ってきた。
そこで本稿では，この体験をもとにしながら
次の４点について報告する：１．ナノアートと
パフォーマンス：ナノアートの制作プロセスと
ナノアートを背景にしたパフォーマンス ２．
嶋本昭三の略歴：主なアート作品と活動の概略
３．嶋本昭三の特筆すべきアート作品：メー
ルアート，女拓，スキンヘッドアート ４．嶋
本昭三が影響を受けた要因
Ⅰ．ナノアートとパフォーマンス
Ⅰ・１ ナノアートの制作プロセス
嶋本昭三は，世界一小さな絵を描くために，
前述した杉山進の協力を得てナノアートを制作
した。これは，アートとサイエンスの融合であ
り，アーティストとサイエンティストとのコラ
ボレーションともいえる。彼らの作品を制作す
るときの基本的なコンセプトは，以下の３点で
ある。
１．アーティストは，自らの創造力とセンスで
人間が作り出したあらゆる道具を使って芸術
を表現し，人間に感動を与えなければならない。
２．サイエンティストは，自ら発見・発明した知
識と道具で人間に幸福を与えなければならない。
３．それぞれの最先端である現代アートと先端
科学技術がコラボレートし，最先端の道具で
人間に感動と幸福を与えよう。
このコンセプトをもとに，歯ブラシを利用し
て以下を行った。
１．世界一小さなキャンバスは，歯ブラシの毛
１０ミリの先端（直径＝約２００ミクロン）である。
２．原画（嶋本昭三の関係者制作）をデータ変
換し，自動描画プログラムを作成する。
３．波長２４８nmのエキシマレーザー光を利用
し，直径５０nmスリットを経由しレンズでレ
ーザー光りを５nmに絞り歯ブラシの先端平
面に彫刻する（図１，２参照）。
４．ナノアートは，顕微鏡を通してCCDカメ
ラで撮影し，プロジェクターで歯ブラシの毛
先端平面のキャンバスに描かれたナノアート
を１０００倍以上に拡大投影して皆で観る（図
３，４，５参照）。
Ⅰ・２ ナノアートを背景にしたパフォーマンス
２００５年５月２６日，筆者は，イタリア中部の町
トレビにあるトレビフラッシュアートミュージ
アムTreviFlashArtMuseumにおいて，プロ
ジェクターで拡大投影されたナノアートを背景
に，２名のパフォーマーとともにパフォーマン
スを行った。図１からも明らかなようにナノア
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ートには，さまざまな人生を象徴させたような
人々の顔，その人々の心を想起させるハートの
模様などが描かれている。
そこで，パフォーマンスは，ナノアートのキ
ャンバスが人生であり，生きている人々自身が
アートであることをキーワードに，ポストモダ
ンダンスの特性でもあるダンステクニックを排
除し，日常的な動きを導入し，最小の動きを反
復し，インプロビゼーションも交えながら，欣
喜雀躍，意気消沈など，喜怒哀楽の諸相を天衣
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写真２ ナノアートを背景にしたパフォーマン
ス 右：筆者
図４ 拡大投影されたナノアート１
図５ 拡大投影されたナノアート２
（図１～５ 杉山進制作）
図１ 歯ブラシの毛先端平面をキャンバスにしたナノアート
図２ 歯ブラシの毛先端平面に描くナノアートの制
作プロセス
図３ 拡大投影されるナノアート
無縫，自由奔放，自由闊達に表現した（写真２
参照）。
筆者は，このパフォーマンスを実践しながら
次のことを実感した：１つは，パフォーマーに
投影されたナノアートの光と影が，パフォーマ
ーが動くことによって息を吹き返し，生命が与
えられたかのようであること。２つは，従来の
照明とは異なってナノアートの光と影がもう１
人のパフォーマーに変身し，つまりバーチャル
なパフォーマーとなって，競演しているかのよ
うであること。このような実感に関して，芸術
とは虚のダイナミックイメージであると指摘し
たS.K.ランガーに準拠して考えるなら，ナノ
アートとパフォーマンスの世界では，パフォー
マーがパフォーマンスを行うことによって生じ
る虚のダイナミックイメージと拡大投影された
ナノアートから発せられる虚のダイナミックイ
メージが相乗効果をもたらし，これまでにない
ユニークな世界が生成されたと思われる。
さらに，パフォーマンス終了後の筆者は，今
まで味わったことのないダイナミックな躍動
感，ナノアートと共に行ったという達成感，そ
してその結果として幸福感を味わった。これ
は，ナノアート制作の際の基本的なコンセプト
である“人を感動させ幸福にする”ということ
に通じるものである。
さて，このパフォーマンスを鑑賞した観客の
反応はとても好意的であり，終了後は拍手喝采
が鳴り止まなかった。ナノアートという世界で
最も小さいアートは，パフォーマーにも観客に
も大きな感動と幸福感をもたらしたと思える。
Ⅱ．嶋本昭三の略歴
嶋本昭三の略歴に関して，主なアート作品と
活動をまとめると以下のようになる。この内容
は，『SHOZOSHIMAMOTONETWORKING』，
『AUArtunidentified』，『嶋本昭三短信』，新聞
記事，および嶋本昭三の聞き取り調査３）を行な
った結果である。また，『２０世紀の美術』を参
考にしながら，芸術・社会の出来事を付記した
（表１参照）。
嶋本昭三は，１９２８年，大阪市に生まれ，１９４７
年，吉原治良に師事，１９５０年，関西学院大学文
学部を卒業した。絵を描くきっかけは，好きな
異性がいなくなった悲しみを紛らわすために始
めた（嶋本昭三１９８８：２）。また師匠である吉
原は，嶋本昭三（１９９４：８５）によれば，弟子た
ちの作品制作について，技術面ではなく根本的
な姿勢に対して「誰もやったことのないことを
やれ」という方針を一歩たりとも譲らなかっ
た，という。大学卒業後は，公立中学校の絵の
教師になった経験から幼児及び知的障害を持つ
生徒に大きな影響を受けた（嶋本昭三２００１：
１０１）。
１９４９～１９５２年，のりではりあわせた新聞紙を
キャンバス代わりに使用し，「穴」の作品を発
表し，１９５２年，モダンアート展協会賞受賞し，
１９５４年，具体美術協会結成（１９７２年解散）に参
加した。その翌年の１９５５年，芦屋河畔松林で
「真夏の太陽にいどむ野外モダンアート実験展」
で作品の上を歩き身体で感じるという画期的な
作品を発表した。１９５６年，西宮浜において大砲
状の筒の中にカーバイトを入れアセチレンの爆
発によって，絵の具の弾をキャンバスにぶつけ
て絵を描く大砲絵画をきっかけに，トレードマ
ークともいうべきビン詰めした絵の具をキャン
バス上で炸裂させる手法をあみ出した。特筆す
べきは１９９３年，１００周年を迎えるヴェネチアビ
エンナーレの企画テーマ「東方への道」におい
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て，この野外展示作品がヴェネチアで再現され
たのである。嶋本（１９９４：３１８-３２０）は，その時
の様子を以下のように述べている４）：
この野外展は，芸術作品が環境と融合する
ことによって新しい別のものを生むという
シミュレーションである。この新しい試み
に対して，ヨーロッパ人はいち早く注目し
てくれた。（略）ビエンナーレの主要会場，
ジャルディーニでは，芦屋の松林よりもっ
と多くの樹木が茂っていた。そこはヴェネ
チアの街の東端にあり，運河も少なく緑が
いっぱいで，各国のパビリオンが点在して
いる。具体は会場の入口に近い場所をすっ
かり占拠することになった。オリバー氏が
具体の出品に大きな意義を認めてくれたの
である。この会場で，１９５６年のぼく達の画
期的な提案は，より効果的に実現した。
（略）ぼくは今回６点のアートを出品した
が，そのひとつに１０メートル×１０メートル
のビニール布を並木に吊るした作品があ
る。これは大きな風を受けることになるの
で，下のほうは固定しなかった。すると，
この巨大なビニール布は風が吹く度に木々
に絡まり，並木と風で演出された。
そしてアラン・カプロー５）も，「具体」は日
常的な行為を芸術に変えたさきがけであり，西
洋に大きな影響を与えたとしている，と指摘し
ている。
その後１９５７年，大阪サンケイ会館で具体美術
展に舞台の上でストーリー性がなく，視覚と時
間性に限定した“破壊”のパフォーマンスを実
践し，舞台を使用する具体展に前衛芸術映画を
発表し，１９５８年，大阪朝日会館で２台の異なっ
た映画を同時にスクリーンに映像するパフォー
マンスを発表する。１９６０年，大阪高島屋で「国
際スカイフェスティバル─空中展」開催，１９６１
年，具体ニューヨーク展，１９６８年，神戸新聞社
平和文化賞を受賞した。１９７５年，アーティスト
ユニオン（AU）に参加，１９７６年，AU全国合議
体事務局長就任，メールアートを海外に活発に
発表し，武庫川河原に新聞紙１万枚を並べ４台
のヘリコプターに取材される。１９７９年，兵庫県
近代美術館で吉原治良とその後の具体展，１９８１
年，東京都美術館にて１９８０年代をになう現代作
家の出発展，１９８３年，デュッセルドルフ日本週
間展，１９８５年，マドリッドの具体展出席，その
後東ヨーロッパなど１０カ国でパフォーマンスを
発表する。１９８６年，イタリアメールアートの巨
匠G.カベリーニを日本に招聘し，パリのポン
ピドーセンターにおける「日本の前衛展」に招
待され，その後ヨーロッパ各国でスキンヘッド
に平和やその他のアートを描いてもらう。また
同年，オーデンバーグ（独）においてシュビッ
ター１００年祭パフォーマンス，ブラジル現代国
際美術展プロデュース，原子爆弾製作者バー
ン・ポーターの主催する『進歩思想学会 The
InstituteofAdvancedThinking』よりメールア
ート学者に任命される。１９８７年，ダラス美術館
におけるマルセル・デュシャン１００年祭に招待
されパフォーマンスを行い，同時にアメリカ，
カナダの１０箇所をまわりスキンヘッドに平和や
その他のメッセージを書いてもらい，頭にスラ
イドを映すパフォーマンスを行う。１９８８年，広
島にて平和パフォーマンス・シンポジウム開
催，アキノ大統領よりスキンヘッドへのメッセ
ージが届く。１９８９年，京都国際会議場にて差別
撤廃のパフォーマンスを実践した。
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表１ 嶋本昭三の略歴と芸術・社会の出来事
年美術・社会の出来事主な出来事年
２０s-３０sメキシコ壁画運動大阪市生まれ１９２８
４７-５１マティス『ヴァンスの礼拝堂』の内装制作吉原治良に師事４７
関西学院大学文学部卒業５０
５０朝鮮戦争勃発新聞紙をキャンバス代わりに使用し，「穴」
の作品発表
４９～５２
５１米，抽象絵画・彫刻展でアクション・ペイ
ンティングの語が公認
モダンアート展協会賞受賞５２
具体美術協会結成に参加５４
５５カッセル，第１回「ドクメンタ」芦屋河畔松林で「真夏の太陽にいどむ野外
モダンアート実験展」。作品の上を歩き身体
で感じるという作品発表
５５
５６初のポップアート，R・ハミルトンのコラー
ジュ〈いったい何が今日の家庭をこれほど
までに変え，魅力的にシテイルノカ？〉が
展覧
西宮浜で大砲絵画を描く５６
大阪サンケイ会館で具体美術展に舞台の上
でストーリー性がなく，視覚と時間性に限
定した“破壊”のパフォーマンス
５７
５８NYグッゲンハイム美術館竣工大阪朝日会館で２台の異なった映画を同時
にスクリーンに映像するパフォーマンス
５８
５９カプロー〈６つの部分から成る１８のハプニ
ング〉
大阪高島屋で「国際スカイフェスティバル
─空中展」
６０
６５ナムジュンパイク「ビデオアート」具体ニューヨーク展６１
７０～７４石油ショック神戸新聞社平和文化賞受賞６８
７５頃パターン＆デコレーション運動アーティストユニオン（AU）に参加７５
７８「ニュー・イメージ・ペインティング」展AU全国合議体事務局長就任，メールアート
を海外に発表
７６
兵庫県近代美術館で吉原治良とその後の具
体展
７９
８１新表現主義の展覧会東京都美術館８０年代をになう現代作家の出
発展
８１
デュッセルドルフ日本週間展８３
８５海藤和「再構成・日本の前衛美術」（エジン
バラ他巡回，嶋本昭三作品含）
マドリッドの具体展出席，東ヨーロッパな
ど１０カ国でパフォーマンス
８５
８６ソナベント画廊グループ展「ネオ・ジオ」
台頭
イタリアメールアートの巨匠G.カベリーニ
日本招聘，パリのポンピドーセンターでの
「日本の前衛展」招待，ヨーロッパ各国でス
キンヘッドに平和，その他のアートを描い
てもらう。オーデンバーグ（独）において
シュビッター１００年祭パフォーマンス，ブラ
ジル現代国際美術展プロデュース，原子爆
弾製作者バーン・ポーター主催『進歩思想
学会 TheInstituteofAdvancedThinking』
よりメールアート学者に任命
８６
８６世田谷美術館誕生
８７アンディ・ウォーホル没ダラス美術館におけるマルセル・デュシャ
ン１００年祭招待されパフォーマンス，同時に
アメリカ，カナダの１０箇所を周りスキンヘ
ッドに平和その他のメッセージを書いても
らい，スライドを頭に映すパフォーマンス
８７
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８８「MONOHA」展（国立ローマ大学所属現代
美術実験美術館）
広島にて平和パフォーマンス・シンポジウ
ム開催，アキノ大統領よりスキンヘッドへ
のメッセージ届く
８８
８９セゾン美術館，横浜美術館開館京都国際会議場で差別撤廃のパフォーマンス８９
８９NY，リチャードセラのパブリック・アー
ト，数年にわたる裁判論争後撤去
デニス・バンクスの”ヨーロッパ聖なるラ
ン７,０００キロセイクレッド・ラン，花と緑の
万博イベントプロデュース
９０
９１「へルタースケルター９０年代のLAアート」展ダルムシュタット市立マチルデンヘーエ美
術館“具体展”招待，大阪で廃ビルを解体さ
れるまでの美術館『TimeRack』
９１
９２「初期のルオー展」ポンピドーセンター障害を持つアーティストによる『とってお
きの芸術祭』をプロデュース
９２
９３「ホイットニー・バイエニアル」展でポリテ
ィカル・アート注目
生きている人間が壁面に展示される『嶋本
昭三作品展』
９３
９５中国人アーティストの台頭女拓開始９５
９５第１回光州ビエンナーレ（韓国）フィンランドで女拓開催９６
ブラッセル市内ダマスルイネアートギャラ
リーにおいて頭のアート展示とパフォーマ
ンス，梅田で十字架アートの館，ケルンの
アルミン・フンデルトマルクにおいて個展
９７
９８「アウト・オブ・アクションー行為と物体の
はざまで」展（MoCA）
心斎橋で空中磔パフォーマンス，サザビー
ズのオークションで「穴」の作品２８,０００ドル
で落札，ロサンゼルス現代美術館で美術展
アクションの中から：パフォーマンスとオ
ブジェクト展で２点招待
９８
９９「２０世紀，ドイツにおけるこの１世紀のアー
ト」展（ノイエ・ナショナルギャラリー）
アラン・カプローより講演（具体と２１世紀
のアートの展望）とパフォーマンス（ビン
投げと女拓）の招待，フランスの城で熱気
球に乗り作品（２１の願いの色を投下）制作，
パリの近代美術館で具体展開催。具体展は
その後約２年間でバルセロナ，イタリア，
ミネアポリスなどを巡回。西宮ヨットハー
バーにてクレーンに吊るされて空中から絵
の具を落下させるクレーン・パフォーマンス
９９
２０００トーマス・クレンズによる「ナムジュン・
パイク」回顧展（グッゲンハイム美術館）
ヴェネチアビエンナーレ招待され，ビン投
げパフォーマンス。京都ビエンナーレにお
いて嶋本昭三と弟子の作品『嶋本ミームの
教室』展示
２００３
京都国立近代美術館で「痕跡―戦後美術に
おける身体と思考」作品展示，ヴェネチア
ビエンナーレの殿堂カ・ペーザロで個展，
カ・ペーザロの美術館に３点収蔵
０４
東京国立近代美術館で「痕跡―戦後美術に
おける身体と思考」作品展示，本稿で取り
上げたトレビの美術館でナノアートとパフ
ォーマンス，サッカー場でヘリコプターパ
フォーマンス
０５
ナポリダンテ広場でクレーン・パフォーマ
ンス
０６
１９９０年，アメリカインディアンのデニス・バ
ンクスが企画した人種問題や地球汚染を訴えて
ヨーロッパ７,０００キロをリレーで走るセイクレ
ッド・ランに参加し，花と緑の万博イベントを
プロデュースした６）。１９９１年，ダルムシュタッ
ト市立マチルデンヘーエ美術館“具体展”に招
待され，また大阪市中央区にある廃ビルを解体
されるまでの間，美術館『TimeRack』７）にす
る。１９９２年３月１７日から３日間，大阪湾沿いの
天保山ハーバービレッジにおいて，日本で初め
て障害を持つアーティストが一堂に会して絵
画，音楽，演劇などを紹介する「とっておきの
芸術祭」（芸術祭実行委員会，財団法人日本障
害者リハビリテーション協会主催）が開催さ
れ８），嶋本昭三は，障害を持つアーティストに
よる『とっておきの芸術祭』９）をプロデュース
し，海外１４カ国の障害者を含めおよそ２０００人が
参加した。この芸術祭に来日したジーン・ケネ
ディ・スミス（ジョン・F・ケネディ大統領の
妹）は，嶋本昭三と対談し，障害者に対してあ
われみではなく，障害者の社会保障，公共施設
の整備，雇用差別の禁止などの配慮が必要であ
ること，また健常者は，障害者の打算のない作
品から学ぼう，ということを述べている（１９９２
年３月１７日毎日新聞夕刊）。
そして１９９３年，生きている人間が壁面に展示
される『嶋本昭三作品展』開催，１９９５年，女拓
開始，１９９６年，フィンランドで女拓開催，１９９７
年，ベルギーブラッセル市内ダマスルイネアー
トギャラリーにおいてスキンヘッドアート展示
とパフォーマンス，梅田茶屋町に十字架アート
の館，ケルンのアルミン・フンデルトマルクに
おいて個展，１９９８年，大阪心斎橋で空中磔パフ
ォーマンス，サザビーズのオークションで
「穴」の作品が２８,０００ドルで落札，ロサンゼルス
現代美術館で今世紀最大の美術展アクションの
中から：パフォーマンスとオブジェクト展で大
作２点招待される。１９９９年，アラン・カプロー
より講演（具体と２１世紀のアートの展望）とパ
フォーマンス（ビン投げと女拓）の招待，フラ
ンスの城で熱気球に乗り作品（２１の願いの色を
投下）制作，パリの近代美術館で具体展開催さ
れ，具体展はその後約２年間をかけて，バルセ
ロナ，イタリア，ミネアポリスなどを巡回す
る。西宮ヨットハーバーにてクレーンに吊るさ
れて空中から絵の具を落下させるクレーン・パ
フォーマンスを行った。
２００３年，ヴェネチアビエンナーレに招待さ
れ，ビン投げパフォーマンス，また京都ビエン
ナーレにおいて嶋本昭三と弟子の作品『嶋本ミ
ームの教室』展示，２００４年，京都国立近代美術
館において「痕跡─戦後美術における身体と思
考」作品展示，ヴェネチアビエンナーレの殿堂
カ・ペーザロで個展開催，カ・ペーザロの美術
館に３点収蔵される。２００５年，東京国立近代美
術館において「痕跡─戦後美術における身体と
思考」作品展示，そして本稿で取り上げたトレ
ビの美術館で個展，ナノアートとパフォーマン
ス，サッカー場にてヘリコプターパフォーマン
ス，２００６年，ナポリのダンテ広場でクレーン・
パフォーマンス実施などを実施した。
また，コレクションに関しては，１．国内で
は，東京都現代美術館，大阪市現代美術館，福
岡県立美術館など合計１５美術館，２．海外では，
ロンドンのテートモダンミュージアム，ローマ
のローマ国立近代美術館，パリのポンピドーセ
ンターなど多数のミュージアム，ギャラリーが
あげられる。
こうした略歴をふり返ってみると，嶋本昭三
は，歩いて感じる作品，大砲による絵画，ビン
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投げ，メールアート，女拓，スキンヘッドアー
トなどのように，大胆で柔軟な発想を持ち，既
成概念を打ち破り，誰も行なわなかった新規性
に富んだアート作品を発表し続けていること，
しかもそれは世界の現代アーティストに影響を
及ぼすようなアート作品であることが確認でき
る。また制作のみならず女性差別，人種差別，
戦争反対，地球汚染，障害者問題などの社会的
な諸問題にも目をむけ，それらの課題解決に向
けて，７,０００キロセイクレッド・ラン，平和祈願
のメッセージ，障害者と共に行なう『とってお
きの芸術祭』プロデュースのように，具体的な
アクションを起こしている。
さて，淺野敞一郎は，『戦後美術展略史─
１９４５-１９９０』（１９９７：３）のなかで，日本の美術
展の特殊性としてデパートの恒常的開催と新聞
社の事業活動のすさまじさを指摘している。嶋
本昭三の略歴を辿っても，アート作品の展示に
デパートや新聞社の関係が読み取れる。また嶋
本の場合は，諸外国の関係者や関係機関の協
力・協賛（クレーンやヘリコプターの供与な
ど）をもとにアート作品を制作・発表・展示し
ていることがわかる。
Ⅲ．嶋本昭三の特筆すべきアート作品
次に，嶋本昭三の特筆すべきアート作品につ
いて述べたい。筆者（１９９５，２００４）は，南天棒
の書に触発されて作品の上を歩いて感じるアー
ト作品のことはすでに論じているため，ここで
は１．メールアート ２．女拓 ３．スキンヘ
ッドアートについて報告したい。
Ⅲ・１ メールアート
メールアートとは，郵便・通信制度を利用し
た美術の表現形式である。『現代美術を知る－
クリティカル・ワーズ』（２００２：３６）によると，
６０年代以降は，このメディアの特性を利用
し，郵便やはがきを「作品」に見立てる表
現が出現するようになった。嶋本昭三らに
よって制作され，各地へと送付された５５年
の「GUTAI」の機関紙はメールアートの先
駆とみなしうるほか，松沢宥や河原温など
も，この通信手段を作品として積極的に活
用した。
と説明されている。例えば，消しゴムを削っ
てスタンプにし封筒や便箋に何回も押しものを
投函する，あるいはするめ，大根，ユニークな
形のダンボールを包装せずに必要事項を記入し
切手を貼って投函するなど多種多様である（写
真３参照）。メールをもらった人は，またその
友人にメールを送付する。その結果，ネットワ
ークが次々と構築されていく。立命館大学の教
員であるミシェル・ワッセルマン（１９８８）も，
嶋本昭三のメールアートを知り，日仏学館でフ
ランスメールアートの展覧会を企画した結果，
手紙を投函した５０人のフランス人アーティスト
からチャーミングなもの，皮肉っぽいもの，真
面目なものがたくさん送られ，それらはすべて
現代アーティスト嶋本昭三とパフォーマンス（遠藤保子） 117
写真３ 嶋本昭三から筆者に郵送されたメールアート
嶋本個人に対する親しみを示しており，メール
アート運動の基盤である博愛主義，平和主義，
反核運動を表現していた，と述べている。
では，メールアートの特性は何か。嶋本昭
三１０）は，次の３点を指摘している：１．アー
トは特定の人たちのもの，という既成概念の打
破であること。例えば，スリッパに切手を貼っ
て，包装しないで送る。今までアートに無縁だ
った人でも参加できること。誰でもできるとい
うと，低俗に思われるが，実はそうではない。
経済的で時間や場所がなくてもできる身近なア
ートということである。２．ネットワーキング
アートであること。手紙という手段を使って，
世界中の人たちと情報交換をすることができ
る。１通のメールアートを送ると，それに新し
い文字や絵が加味され，また新しいアートとし
て返ってくる。３．ヒエラルキーからの解放。
アート作品は，画廊で売買されたり，展覧会で
入賞したら落選したりすることがあるが，こう
したことはアート作品の階層化につながりかね
ない。ところがメールアートには，お金や賞に
無縁であることから，より純粋なアートという
ことができる。
Ⅲ・２ 女拓
女拓とは，裸体に墨を塗られた女性が，用意
された等身大の，細長い和紙のキャンバスにさ
まざまなシルエットを描くというものである。
筆者の体験からすれば，キャンバスにシルエッ
トを描くためにポーズを決め，うつ伏せ，側
面，仰向けになる。この場合，描くというより
はキャンバスへ倒れこむ，あるいは飛び込とい
う表現のほうが適切である。ユニークなポーズ
のためには，オリジナリティの追及，造形の検
討，美への欲求などを考慮しなければならなか
ったし，キャンバスに倒れこむ時に勇気も必要
であった。１回に数枚の女拓を取った後，最後
に日付，本人のサイン，ネットワーキングの意
味で『昭三 網 』という朱を押印して作品はネットワーク
完成する。嶋本昭三は，１９９６年２月１０日神戸元
町通りにある海文堂ギャラリーで開催された女
拓のオープニングパーティで次のように述べて
いる。
嶋本昭三に墨を塗られた女たちは，用意さ
れた和紙の上に身を委ねます。あるとき
は，もだえるように，あるときは泳ぐよう
に。かくして女拓は表現されます。女性達
は自らの意思で裸体になります。これは男
性達にとって理解できないようです。嘗て
女性が裸体になることは，男性の着想に基
づいたものでした。今では女性達は自らの
手で美しさを表現しようとしています。
彼はこのように述べながら，自分自身は女性
解放者でも宗教家でもなく，女拓によって女性
とネットワーキングするのだ，と述べている。
さらにヘアアーティストであり，嶋本昭三の弟
子でもある半田まゆみ（１９９５：６７）は，次のよ
うに述べている。
魚拓の場合，魚は動かないが，拓を取る女
たちは体を動かす。心も動く。女の悲哀，
歓喜，母性，虚栄，美への追及…。感情で
生きるといわれる女がすべてをそこに映し
出しているようである。魚拓のように形状
を写しとるのではなく，自分の好きなよう
に動き，細心な心の躍動を表現しようとし
ている。まさしく「女拓」そのものは，生
きている。（略）墨を塗った肌の質感や体
のプロポーション，拓をとったあとの肌色
と黒とのコントラスト。まるで黒檀の彫刻
のように輝いている。
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女拓は，女性を被写体とするヌード写真とは
意味合いや質感が異なっているし，水墨画に似
てはいるが，水墨画には反映されない女性の意
思，感情，情熱などが表現される。
つまり女拓は，女性が全身で能動的に表現し
ようとするものであり，女性が自由に自己を表
現できるようになった社会の現れであると言え
るかもしれない。
Ⅲ・３ スキンヘッドアート
スキンヘッドアートとは，嶋本昭三が自分の
頭をつるつるに剃り，それをキャンバスにみた
てて，様々な人々に絵の具や墨でメッセージを
書いてもらったり，スライドのスクリーンにす
るなど，スキンヘッドを利用したアート作品の
ことである。また彼は，自分のスキンヘッドの
写真を世界の元首に送付し，その上にメッセー
ジを書いて返信してもらっている。これまで
に，フィリッピン，スイス，スペイン，サウジ
アラビアなどの国の元首から返事が届いてい
る。頭をメディアとして使うきっかけは，イタ
リア人アーティスト，G.A.カベリーニを日本
へ招聘し１１）大阪の四天王寺を案内したことに
由来している。カベリーニは，メールアートの
天才ともいわれ，至る所なんにでも自伝を書く
ことで有名である。嶋本昭三は，四天王寺の住
職に頭に「カベリーニの自伝を書かせてもらえ
ないか」と頼んだが，住職に拒否された。そこ
で得度もせずに住職に頭髪を剃ってもらったの
がはじまりである（嶋本昭三１９９４：４４，京都教
育大学広報１９８８年，新美術新聞１９９１年８月１１
日）。
このようなスキンヘッドアートを嶋本昭三
は，海外でも行なっている。毎日新聞（１９９２年
３月４日）では，「欧米を回って自分の言いた
いことを頭に書いてもらった。いつも１００人く
らい集まってね。ヘッド・ネット・ワーキング
という。」と記載されているし，ダルムシュタ
ッド（独）の新聞DarmstaederEcho（１９９１年１２
月２日）でも，嶋本昭三のスキンヘッドアート
に関して，ダルムシュタッドの人々がこれまで
見たこともないアートであり感嘆した，と報道
されている。さらに嶋本昭三は，スキンヘッド
を利用して朝日新聞阪神支局襲撃事件で凶弾に
倒れた新聞記者の追悼パフォーマンスを行い，
スキンヘッドの上にレオタード（あるいは水
着）を身につけた女性のお尻を乗せた写真で
「女性差別反対」を唱えている。
Ⅳ．嶋本昭三が影響を受けた要因
嶋本昭三は，何に影響を受けて上記のような
アート作品を制作してきたのだろうか。筆者
は，主なものとして以下の４点を指摘したい：
１．吉原治良の指導 ２．南天棒の書 ３．幼
児及び知的障害のある子ども ４．さまざまな
人々とのネットワーク。
１．吉原治良の指導。前述したように吉原は，
弟子たちの作品制作について，技術面ではな
く根本的な姿勢に対して「誰もやったことの
ないことをやれ」という方針を一歩たりとも
譲らなかった。その時に交わされた弟子たち
の激論が，その後の具体の基盤を確立するこ
とになる。したがって嶋本昭三は，師の教え
を忠実に守り，今日まで誰もしたことのな
い，アート作品を制作することになる。また
吉原は，過去の美術品や建築物の時代の損傷
や災害による破壊の姿に，現代的な美しさを
見出し，それは人工のかげから本来の物質が
露呈し始めた美しさではないか，とのべてい
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るが，注目すべきは具体の作家たちが，破壊
の痕跡を作品として再提示したことにある
（京都国立近代美術館２００４パンフレット『痕
跡─戦後美術における身体と思考』：１０-１１）。
２．南天棒の書。その当時の画家たちには，モ
ンドリアンの作品をいかに乗り越えるという
問題意識が根底にあった。嶋本昭三は，西宮
の海清寺にある南天棒の書を眼にしたとき，
モンドリアンの作品には時間性，つまり時間
と共に墨がかすれたり，にじんだりするとい
う時間の要素が欠如していることに気づい
た。そしてアート作品にどのように時間性を
持たせるのかを模索した。その模索の帰結と
して，歩いて感じる作品などになった（遠藤
保子，１９９５：６６，２００４：１０８-１０９）。
３．幼児や知的障害のある子ども。嶋本昭三
（２００１：１５）は，普通の絵描きと障害者の目
のつけ所が違い，常識よりも価値観や感覚が
優先する障害者に大きな影響をうけたと述べ
ている。大学卒業後，障害者の中学校の教師
になった経験が大きくかかわっていると考え
られる。
４．さまざまな人々とのネットワーキング。
メールアート，女拓，スキンヘッドアートな
どに共通することは，さまざまな地域，いろ
いろな国々，異分野の人々とのネットワーク
である。最近では，前述したようにサイエン
ティスト杉山進とのネットワークによってナ
ノアートを制作している。淺野敞一郎は『戦
後美術展略史-１９４５-１９９０』（１９９７：５-８）の
なかで，アーティストとサイエンスとの結び
つきをこのように指摘している：
カンディンスキーが１９１０年，抽象画に転じ
たきっかけのひとつが，原始物理や核物理
の書物を驚きをもって読み，現実感覚が崩
壊していくのを感じということ。ピカソと
ブラックが１９０７年，キュビズムを創始した
ことをアインシュタインの「特殊相対性理
論」と関連づけて認識されていること。つ
まりこれは，いちどに多くの視点からもの
を眺めるキュビズム絵画が，対的基準軸の
存在を認めない「特殊相対性理」』の絵画
版であるとの理解である。２０世紀文明は，
科学とそれを土台に発達した技術によって
支えられている以上，カンディンスキーや
ピカソの事例は，美術も科学的認識を度外
視しては検証できなくなっている。
と興味深い見解を述べている。では，サイエン
ティスト・杉山進とコラボレーションした嶋本
昭三は，どのような変容をとげたのだろうか。
嶋本昭三の聞き取り調査１２）によれば，これ
までは，遠い宇宙に思いをはせたり，表層をな
ぞったり，内面を考えたことはあるが，１ミリ
以上のより小さな世界を検討したことはなかっ
たため，杉山進とコラボレーションは大きなイ
ンパクトがあった，という。ただし，カンディ
ンスキーやピカソのように具体的な形としてア
ート作品に反映されるまでにはいたっていな
い。
いずれにせよ，嶋本昭三は，常にさまざまな
人々とネットワークを形成し，継続し，人を驚
かせている。彼は『芸術とは人を驚かせること
である』を著しているが，まさにかれの略歴そ
のものが，人を驚かすものであり，人生が芸術
であるともとらえられる。
おわりに
筆者は，これまで嶋本昭三とさまざまなこと
を実践してきた。筆者が京都教育大学の教員で
立命館産業社会論集（第４２巻第２号）120
あったときは，同僚として嶋本昭三といっしょ
に授業を担当し，花と緑の博覧会でパフォーマ
ンスを行い，女拓に加わり，本稿でとりあげた
ナノアートとパフォーマンスを行ってきた。そ
れらを通して感じることは，彼の積極性，独自
性，革新性である。
嶋本昭三は，今後どのような衝撃的アート作
品を発表するのか，どのようなユニークな企画
をプロデュースするのか，そしてそれらがどの
ように社会とかかわっているのか，など，これ
からも多面的に検討・考察していきたいと思っ
ている。
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注
１） この展覧会は，１９４０年代から７０年代にいたる
美術の様々な局面で顕在化する，アクションの
諸相をテーマに，現代美術を新たな側面から検
証することを目指したものである。企画者は，
主任キュレーター，ポール・シンメル。その内
容は，３部から構成されており，具体美術協会
は，第１部１９４７-５９で展示された。また嶋本以
外の４大アーティストは，ジャクソン・ポロッ
ク，ルーチョ・フォンタナ，ジョン・ケージで
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ある。
２） 地上でビン投げをするばかりではなく，熱気
球に乗り，クレーンで吊り上げられ，最近では
ヘリコプターに乗りこみ，空の上から「ビン投
げ」を行っている。
３）２００６年８月２日 甲子園口アートスペースに
てパーソナルインタビュー。
４） 嶋本昭三はまた，このときの様子を現地から
のレポートとして毎日新聞（１９９３年８月１９日，
２１日，２６日，２７日，２８日）に連載している。
５） カプローが「具体」を世界に広めて３０数年後，
嶋本昭三とカプローは，台湾で講演とパフォー
マンスを計４回共同で行なっている（嶋本昭三
２００１：１３４）。
６） 筆者もヘアアーティスト半田まゆみ，兵庫教
育大学の畑野裕子らとともにパフォーマンスを
行った。
７） この美術館に関しては，１９９１年７月４日朝日
新聞（夕刊），１９９２年２月２３日読売新聞，同日毎
日新聞，同日産経新聞に掲載されている。
８）１９９２年３月１７日 毎日新聞（夕刊）「とってお
き 障害者の芸術祭」として報道された。
９） この芸術祭の趣旨は，１．芸術活動を行って
いる障害者の発掘 ２．その芸術活動を助長す
るための事業，環境づくり，そして目的は，１．
一般の人との交流 ２．多様性を認める社会の
実現である。嶋本昭三は，この芸術祭の企画研
究委員会のメンバーとして参加し，積極的に運
営に協力した。芸術祭の企画の概要は，１．レ
セプション ２．展示（絵画，書，彫刻，工芸，
写真）３．ステージ（声楽，器楽，演劇，ダン
ス，トーク，その他）４．映像（障害者の創作
活動ドキュメンタリー，障害者問題についての
映画VTRの上映）５．ワークショップ（制作過
程をみせるもの，来場者が自由に参加できるも
の）６．シンポジウム（障害者芸術に関する国
内外の学者，文化人による講演会やシンポジウ
ム）７．イベント（全参加アーティストによる
野外でのパレードやパフォーマンス）である。
１０）１９９８年３月５日，甲子園口アートスペースに
てパーソナルコミュニケーション。
１１） 嶋本昭三は，日本招聘したカベレーニに関す
る詳細（メールアート，パフォーマンス，十字
架などのアート作品）を報告書にまとめてい
る。嶋本昭三1986『Cavelini1914-2014』 甲
子園口アートスペース 全２８頁。
１２）２００６年８月２日 甲子園口アートスペースに
てパーソナルコミュニケーション。
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Abstract:The contemporary artistSHIMAMOTO Shozo worked with SUGIYAMA Susumu,
ProfessorofColegeofScienceandEngineering,RitsumeikanUniversity,tocreatenanoart–the
smalestartworksintheworld–andpresentedtheworkatTreviFlashArtMuseum (Italy)in
2005.Fortheexhibition,Iaccompaniedthem toItalytodoaliveperformanceagainstthe
backgroundoftheirnanoart.Basedonthisexperience,thispaperexploresfourkeyelements:
(1)nanoartandperformance:nano-artcreationprocessandperformanceagainstthebackground
ofnanoart,(2)aprofileofSHIMAMOTO Shozo:hismajorartworksandactivities,(3)his
notableworks–mailart,nyotaku(inkrubbingofafemalebodyonpaper)andskin-headart–
and(4)factorsinfluencinghisart.
Inadditiontotheexhibitionsofhisavant-garde,innovativeanddaringworks,SHIMAMOTO
Shozohascaledfortheeliminationofdiscriminationagainstwomenthroughhisworks.Healso
participatedintheSacredRunheldinEurope,whichisanannualrunningeventproposedand
plannedbyNativeAmericanDennisBanksaspartofhiseffortstofightagainstracialproblems
andforglobalenvironmentalprotection.MajorinfluencesonSHIMAMOTOare(1)YOSHIHARA
Jiro,(2)thewritingofNantembo,aJapaneseBuddhistmonk,(3)paintingsbyinfantsand
mentaly-handicappedchildren,and(4)hisbroadnetworkincludingpeopleinvariousfields.
Keywords:nanoart,performance,SHIMAMOTO Shozo,mailart,nyotaku(inkrubbingofa
femalebodyonpaper),skin-headart
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